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９月議会議運後兼９月市長定例記者発表要旨 
                        

と き 平成３０年８月２２日（ 水 ）１０時００分～１１時３０分   ところ 庁議室 

 

１ 平成30年第４回佐伯市議会定例会提出議案について 

 

（１）会 期  平成30年８月29日から９月19日まで 
 
（２）議案等の件数 

予算議案７件、予算外議案21件、諮問３件、専決処分の報告３件、報告事項８件 
 

（３）予算議案の概要 

① 一般会計補正予算（第２号）の規模    
   補正額：８億7,250万2,000円   30年度予算総額：479億6,345万9,000円 
       ※前年度９月補正後：469億9,857万7,000円  ９億6,488万2,000円増） 

② 主な補正の内容 
  （ア）地方財政法の規定に基づく財政調整基金への積立て 
 （イ）各事業の支出見込額等に伴う所要額を計上 

 
③主な事業（歳出） 
（ア）地域医療推進施設整備事業（健康増進課）    8,152万2,000円 

佐伯市医師会立佐伯准看護学院が、旧県立佐伯豊南高等学校跡地に移転することに伴う施

設等整備事業費 
【主な内容】 
・土地開発基金からの買い戻し ・柔剣道場改修工事 ・駐車場整備工事 
・受変電設備工事 ・渡り廊下切り口整備工事に係る設計委託料 
・2棟の屋上防水工事 ・配水管布設替工事補償費 

 
（イ）災害対策施設整備事業（防災危機管理課）   １億6,373万1,000円 

社会資本整備総合交付金の内示額の増加により、津波避難タワー（女島）、津波避難人工

高台（中川・塩屋・新女島）に要する経費等の事業費を増額 
    当初予算：２億3,109万1,000円    補正後予算：４億146万円 
 

（ウ）公共施設のブロック塀等の撤去等に係る経費   3,594万5,000円 
本市所有の公共施設敷地内におけるブロック塀緊急点検により把握した「危険なブロック

塀」の内の26施設について、塀等の解体及び新設に係る経費 
※予算計上一覧は、「平成30年度一般会計補正予算（第２号）等の概要」 ５ページ参照 
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（エ）ブロック塀等除却支援事業（建築住宅課）  210万円 
道路に面した民間のブロック塀等の解体撤去等を行う費用の一部を補助する経費 

    補助額：ブロック塀等の解体撤去等を行う費用の２分の１ ※限度額 70,000円 
 
（４）主な予算外議案 
  〔議案第87号〕佐伯市一般職員の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の制定 

（総務課） 

      「地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律」により、専門的な知識経験

を要する業務や、一定の期間内に限り業務量の増加が見込まれる業務等に、複数年にわた

り任期を限って正職員と同様に従事することのできる任期付職員を採用できるよう条例を

制定する。 
 
  〔議案第88号〕佐伯市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正（総務課） 

     懲戒処分の厳格化により職員の不祥事の再発防止を図るため、停職の期間の上限を１年

に引き上げる。 
      現行：１日以上６か月以下  改正案：１日以上１年以下 
 
  〔議案第90号〕佐伯市犯罪被害者等支援条例の制定（人権・同和対策課） 

     本市における犯罪被害者等の支援に関する基本理念等を定め、犯罪被害者等の支援を総

合的に推進し、犯罪被害者等が受けた被害の早期回復及び軽減、二次的被害の防止等を図

るため、新たに条例を制定する。 
    （条例の主な内容） 
     ①犯罪被害者等が抱える問題について相談、提供等を行う窓口の設置 
     ②犯罪被害者等の被害による経済的負担軽減のために見舞金の支給、経済的な助成情報

の提供等を行う。 
     ③犯罪被害者等が安心して日常生活の営みができるよう、福祉サービスの提供等の支援

を行う。 
     ④犯罪被害者等の居住の安定を図るため、住居の提供等の支援を行う。 
     ⑤二次的被害の防止等に係る広報及び啓発、教育の充実等の支援を行う。 
 
  〔議案第93号〕工事請負契約の締結（防災危機管理課） 

     平成 30 年度社交防災津波避難人工高台（中川・塩屋・新女島）造成工事に係る工事請

負契約を締結する。 
    （契約の内容） 
     ①工    期  平成32年３月13日まで 
     ②契約の相手方  菅・佐々木特定建設工事共同企業体 
     ③契約金額  616,656,240 円 
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     ④工事の概要  造成面積（避難地部分）：3,072㎡  高さ：6.0ｍ～7.5ｍ 
             盛土工：30,800㎥ 
     ⑤工事費の財源内訳   工事費：616,656,240円 

  国庫補助金：411,104,000円  合併特例債：195,200,000円 
       一般財源： 10,352,240円 
 
  〔議案第98号〕佐伯市コミュニティバス運行条例の一部改正（地域振興課） 

     公共交通機関の再編に伴い、平成30年10月１日から、コミュニティバスの路線の一部

を統合するとともに新たに路線を追加する。 
    （統合、追加の内容） 

①統合し整備する路線  
山梨子線、切畑線を統合し、整備して山梨子・切畑線とする。 

②新たに追加する路線（10） 
 久保線、本匠線、因尾～宇目線、宇目・直川線、下直見線、鶴見線、野崎線、 
米水津線、波当津線、仲川原線 

 
  〔議案第100号〕財産の取得（商工振興課） 

     永野工場用地として土地を取得する。 
（買収の内容） 

     ①買収する土地  佐伯市大字木立字永野2009番１ほか17筆  60,020.29㎡ 
     ②買収の相手方  佐伯市土地開発公社 
     ③買収予定価格  420,137,127 円   
 

  〔議案第106号〕佐伯市介護保険条例の一部改正（高齢者福祉課） 

     介護保険法第 62 条に規定する市町村特別給付として、居宅要介護被保険者の一部に対

し、新たにおむつ購入費用を支給する。 
    （主な改正の内容） 
     ①支給要件   

次のいずれにも該当する要介護被保険者が「おむつ」を購入したとき 
     （ア）要介護状態区分が要介護４又は要介護５ 
     （イ）自己の使用のためにおむつを購入する者 
     （ウ）他の制度により、おむつ購入費に対する助成等を受けられない者 
 

②支 給 額  購入額の100分の90に相当する額  ※年度限度額 36,000円 
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２ 「第３回東九州大漁祭・つるみ豊魚祭2018」の開催について 
佐伯の豊かな海の幸と味力を発信し、地産の水産物を堪能・体験してもらい、更なる評価と知

名度の向上を図るため、「第３回東九州大漁祭・つるみ豊魚祭2018」を開催する。 
  臼杵市・津久見市・延岡市などへも出店を依頼しており、佐伯市内のみならず、広く東九州地

域の海の幸に触れることができる。 
 
（１）日 時  ９月23日（日）10時～15時 
 
（２）場 所  佐伯市公設水産地方卸売市場鶴見市場（鶴見大字地松浦） 
 
（３）内 容  新たに来場者参加型のイベントとして、東九州せり市場、かぼすヒラメ試食会、

巻貝のつかみどりを行う。この他、餅まき、お魚つかみどり等 
 

詳細は、別紙「第３回東九州大漁祭・つるみ豊魚祭2018」チラシ参照 
 
 
３ 関西圏の大学サークルの合宿誘致について 
  佐伯市では、総合運動公園内に屋内運動広場が完成し７月から利用が開始されている。また、

大手前まちづくり交流館（仮称）の建設等、施設の充実が進んでいる。 
充実した施設を積極的に活用しスポーツ・文化ツーリズムを推進するため、平成 30 年度から

「文化・スポーツツーリズム推進課」を新設し、関西圏域を中心に西日本の大学のスポーツ・文

化合宿等の誘致に取り組んでいる。 
その取組の成果として、関西方面から本市の施設を利用した合宿が以下のとおり決定した。 
これを契機として、今後も大学・旅行会社等へ佐伯市の施設の魅力をアピールするとともに、

補助金制度の拡充、九州圏域の大学等の合宿責任者を対象にしたモニターツアーの企画、長期の

休みを利用した合宿の誘致活動等の取組を進めていく。 
 
（１）龍谷大学 文化サークル合宿 

① 期 間  ８月23日（木）～24日（金） １泊２日 
② 人 数  25名 
③ 内 容  総合体育館を利用しての文化祭実行委員による企画合宿 

 

（２）近畿大学 運動サークル合宿 

① 期 間  ９月３日（月）～５日(水) ２泊３日 

② 人 数  25名 
③ 内 容  総合体育館でのフットサル練習 
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４ 国木田独歩館コラボレーション企画展の開催について 
  市内外の多くの方、特に若い方にも国木田独歩館に御来館いただき、国木田独歩に対する関心

を高めていただくことを目的として、国木田独歩がメインキャラクターとして登場するアニメ「文

豪ストレイドッグス」とのコラボレーション企画展を開催する。大好評いただいた昨年に引き続

いての２回目の開催。 
 
（１）事業名称  文豪ストレイドッグス×城下町佐伯国木田独歩館 スタンプラリー in 佐伯" 

 

（２）期  間      10月6日（土） ～ 11月25日（日）  

   

（３）場  所   城下町佐伯国木田独歩館 他 

 

（４）内  容 

①コラボ企画展 

（ア）アニメ描き下ろし国木田独歩と太宰 治の2ショットイラストの展示 

      ※アニメスタッフが本企画展のために描き下ろしたイラストです。 

（イ）アニメ・マンガのシーンパネルと独歩＆太宰の等身大パネルの展示 

（ウ）描き下ろしイラストを使用した限定グッズを販売 

（エ）大分県ゆかりの文豪のパネルの展示 

 

②スタンプラリー  
スタンプラリー全箇所達成で、オリジナルポストカードをプレゼント。ラリーポイントは６

か所で、それぞれ異なるキャラクターのスタンプを配置。ラリーシートは１人１枚。 
    【ラリーポイント】    
     （ア）国木田独歩館：国木田独歩   （イ）茶室汲心亭：中島 敦   

（ウ）佐伯文化会館：与謝野晶子   （エ）歴史資料館：太宰 治  
       （オ）観光交流館：芥川龍之介      （カ）平和祈念館やわらぎ：中原中也 
 
   ③サテライト会場 
   下記の２施設にアニメパネル等を展示する。 
  （ア）歴史資料館 秋季特別展「矢野龍渓と近代佐伯の先哲」とコラボレーション 
  （イ）平和祈念館やわらぎ 常設展とコラボレーション 
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 「文豪ストレイドッグス」とは 

 
 
 
 
 
 
 
 
５ 九九式艦上爆撃機の部品（尾翼部）の展示について 
  日本海軍機である九九式艦上爆撃機の部品（尾翼部）が、佐伯市平和祈念館やわらぎに寄贈さ

れた。これは、国内でも大変珍しい部品であり貴重な戦争資料である。多くの方々に鑑賞してい

ただき、今一度平和について考える契機になるものと期待して常設展示場にて公開する。 
 
（１）展示開始日  ９月１日（土） 
 
（２）場   所  佐伯市平和祈念館やわらぎ ２階 常設展示場 
 
（３）九九式艦上爆撃機の部品（尾翼部）について 

九九式艦上爆撃機の部品（尾翼部）を日本航空協会の専門家に調査依頼した結果、九九式艦

上爆撃機二二型の尾翼部であること、ステンシルされた機体番号もあり資料的にも価値の高い

大変貴重な部品であることが判明した。 
尾翼部の機体番号から第五八二海軍航空隊の所属機で、ニューブリテン島（パプアニューギ

ニア）で回収された機体の可能性があり、昭和18年12月に撃墜された機体と推定されるとの

報告を受けた。 
 

※寄贈の経過は、別添資料「九九式艦上爆撃機の部品（尾翼部）の寄贈に至る経過」を参照 

原作：朝霧カフカ、漫画：春河35  発行：株式会社KADOKAWA 
福沢諭吉率いる武装探偵社の社員 中島 敦、国木田独歩、太宰 治らが、現代横浜を舞台に、

それぞれの文学作品に由来する「異能力」を用いて活躍するバトルアクション漫画。 
2013年から「ヤングエース」で連載開始、現在シリーズ累計500万部を突破。2016年には

TV アニメが 2 クール放送され、2018 年 3 月劇場版が公開された。現在アニメ第 3 期の制作

も決定している。 


